
私たちは「子どもたちが心身ともに健全
に育ち，豊かな人間性と行動力の持ち主と
して成長すること」を目的として，過去59
年間にわたり教育県民大行動を推進してき
ました。この行動は，県ＰＴＡ協議会・校
長会・教頭会・山教組が中心となって実行
委員会を組織し，教育に関わる意見・要望
事項を集約し，知事・県教育長・県議会議
長への要望活動に結びつけています。また，
県内の各地区においても同様の組織のもと
に「義務教育振興会議」等を開催し，要望
活動を続けています（左図参照）。教育四
者と呼ばれる，私たちのこの活動が脈々と
引き継がれ，教育環境整備・教育条件整備
の改善につながっています。
以下，本年度活動をして参りました，第

59次教育県民大行動についてご報告いたし
ます。
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12.1４ 要望書提出

12月14日，各地区義務教育振興会議や教育シンポジ

ウム・討論集会等で出された意見を集約し，小尾一仁
実行委員長（山梨県公立小中学校長会長）をはじめ13
名で県への要望書提出を行いました。当日は，長崎幸
太郎知事・手島俊樹教育長・久保田松幸県議会議長が，
私たちからの要望書を受け取ってくださいました。
長崎知事からは，「教育環境，労働条件の整備，さ

らには子どもたちの安全安心な学校生活の確保のため
に，しっかりと検討して，できる限りの対応をした
い」との回答をいただきました。
また，久保田議長からは，教育四者の活動に対して

感謝の言葉をいただき「子どもたちを一人も取り残さ
ないように，皆様方と一緒に頑張っていきたい」と心
強いお言葉をいただきました。

【参加者の感想】

※ 裏面に当日手渡した要望事項を掲載させていただきました。

59
【パネルディスカッション】

・コーディネーター ：吉村 実さん（校 長 会：甲 府 市 立 大 国 小 学 校)

・パ ネ リ ス ト ：久保田政人さん（県 P T A 協 議 会：市 川 三 郷 町 立 大 塚 小 学 校）

河西美代司さん（校 長 会：南アルプス市立若 草 中 学校）

小林 康人さん（教 頭 会：大 月 市 立 鳥 沢 小 学 校）

小佐野あやさん（山 教 組：富士河口湖町 立河口小学校）

藤巻 宏実さん（学校図書館研究会：南アルプス市立白根御勅使中学校)

・大人が意識を変えていかないと，子どもたちには伝わらないと思う。家庭でも少しずつ考えなが
らすすめていきたい。（PTA）
・これまで家庭内で「男の子だから」「女の子だから」と固定観念を押し付けていたと感じた。身
近なところから意識改革をしていきたい。（PTA）
・日常生活の中に「アンコンシャス・バイアス」が多くあることに改めて気づかされた。社会全体
で考え，本気で対応していかないと解決することはできない。（校長会）
・自分は女性管理職だが，女性のこれからを切り拓くロールモデルとして責任があるということを
考えさせられた。（教頭会）
・教育四者が集まる教育県民大行動において，「ジェンダー平等」を取り上げる意味は大きいと思
う。家庭と学校が連携しながら，言葉だけでなく，本当の意味でのジェンダー平等をめざしてと
りくんでいかなくてはならないと感じた。（山教組）
・講師の飯島さんの「自分たちの言動が，女の子の翼を折ることになっていないか」という言葉が
心に残った。自分自身の中の無意識な偏見に気づき，子どもたちと向き合うことが大切であると
感じた。（学校図書館研究会）

昨年度より，「教育
シンポジウム」と「討
論集会」が一本化され
た「教育シンポジウ
ム・討論集会」が，
11月５日，構成団体
より180名が参加し，
桃源文化会館を会場に
開催されました。今年
度は，「学校における
ジェンダー平等」の
テーマのもと，講演会

とパネルディスカッションが行われました。
講演会では，国立女性教育会館の飯島絵理さんをお招きし，「ア

ンコンシャス・バイアスに気づき，行動につなげるために」と題し，
お話をいただきました。自分の中にあるアンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み）や，様々な習慣やしくみの根底にある無意識
の偏見に気づき，行動することの大切さを知ることができました。
その後，各構成団体の代表者がパネリストとして登壇し，講演会

の内容を受け，それぞれの立場からテーマに対する意見や感想を出
し合いました。また，フロアからの質問や意見を採り上げ，活発な
意見交換の場となりました。
その後，教頭会より「義務教育費公費負担の状況」の説明があり

ました。

司会の山本摂副実行委員長
（教頭会）

開会のことばを述べる
勝村和重副実行委員長
（県PTA）

主催者を代表して挨拶する
福井太一副実行委員長
（山教組）
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